












産学連携コーディネート事業報告書 

事業名 新潟バイオリサーチパーク株式会社 

(1) 実施状況（実施日時・利用人数等） 

産学連携コーディネート業務 

 

①センター利用者からの技術的な相談や研究者・専門家探索のコンサルティング 

コンサルティング件数  2 件 

施設利用者（食品会社）より食品開発における機能性評価試験に関する相談があり、専門の先生に相談

の上、回答。また試験の概算金額等についても解答した。 

 

②センター利用者以外の食品会社等からの相談、研究者・専門家探索コンサルティング件数 

コンサルティング件数  34 件 

食品分析などに関する相談 7 件 食品会社及びサービス業 

食品安全における HACCP・FSMA に関する相談 5 件 食品会社及びコンサルタント

食品開発における機能性評価試験に関する相談 5 件 食品会社・行政・大学 

食品表示に関する相談 4 件 食品会社 

その他の情報交換 4 件 食品会社及びサービス業 

食品安全におけるワークショップ開催に関する相談 3 件 食品会社 

その他食品の機能性関する相談 2 件 食品会社 

研究者の探索についての相談 2 件 食品会社及びサービス業 

食品安全における微生物等の検査や抑制効果試験等の相談 1 件 食品会社 

その他食品安全等に関する相談 1 件 コンサルタント 

34 件  

また、上記のうち、10 件については、実際に新潟薬科大学等の研究受託、新潟バイオリサーチパーク

㈱の自主事業として受託するなど、依頼者への研究開発、食品分析、産学連携の創出に寄与した。 

 

③自主事業の活動の中、バイオリサーチセンターの PR 活動 

自主事業で実施する機能性食品評価事業において，相談や事業委託のあった食品加工業者等へバイオリ

サーチセンターの施設 PR を行うほか，産学コーディネート業務の説明，活用事例を紹介し，事業周知

を行った。 

 

 



 
 

 (２) 今後の対応 

今年度の相談内容は、食品会社からの機能性食品開発に関するものや、食品安全に関する相談が多く寄

せられたほか，サービス業（IT 企業・日本政策金融公庫など）、行政、大学機関等からの問い合わせ対

応を行った。 

これら問い合わせ内容は業種や機関によって様々であり，専門的な知識を要すこともあるため，利用者

ニーズに柔軟に対応できるよう問い合わせ内容や分野に応じ適格な専門家が紹介できるよう日々情報

収集に努め，産学官コーディネート業務を行ってまいります。 

今後は，ニーズの高い機能性食品分野の情報収集や新潟市の表示制度、また食品安全分野の相談に対応

できるよう体制を整えていきます。 

 

 

 


